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 ECB～緊急資産購入プログラム実施～

2020年3月19日
ドイチェ・アセット・マネジメント株式会社

 欧州中央銀行（ECB）は、7,500億ユーロの緊急資産購入プログラムの実施を決定しました。
 今回の追加緩和策に対しECBは、『この非常に困難な時期を通じて、ユーロ圏のすべての市民を支援するという役
割を果たすように努力』し、『経済のすべてのセクターが、この経済的ショックに耐えられるよう、資金調達条件を緩和
し支援』すると述べる等、従来以上に強力なサポートを行っていく意向を示しています。

【緊急資産購入プログラム実施決定】
ECBは2020年3月18日（現地時間）、7,500億ユーロにのぼる緊急資産購入プログラムの実施を決定しました。
新型コロナウイルスの世界的な感染拡大は、経済だけでなく、金融市場に対しても大きな影響を及ぼしています。
このような中、ECBは3月12日の定例理事会で決定した追加緩和策に加え、今回の政策を行うことで、ユーロ圏経
済をさらに強力にサポートしていく考えを示したものと見られます。

出所：ECB、各種資料を基にドイチェ・アセット・マネジメント㈱が作成
※データは記載時点のものであり、将来の傾向、数値等を保証もしくは示唆するものではありません。

＜今回の政策の概要＞
 民間および公的部門に対し、7,500億ユーロの緊急資産購入プログラムを実施。
 購入期間は2020年末まで（危機段階が終了したと判断された所で終了する可能性あり）。
 既存の資産購入プログラムの購入対象となるすべての資産を対象とする。
 新たに、信用の質が十分と認定される金融機関以外のコマーシャルペーパー（ＣＰ）を購入対象に。
 各企業が借り入れ等を最大限活用できるようにするため、担保基準の緩和や申請手続きを容易に。

【より『柔軟な』資産購入】
現在、ECBは購入する資産のそれぞれの額について、一定のガイドラインを設けています。このガイドラインは経済規模
や発行額等で決まるため、結果的にドイツ国債の購入額が最多となります。
ECBは今回の7,500億ユーロ分の購入について、『柔軟な形』で実施するとし、従来のガイドラインは維持するものの、
同時に柔軟な形で、資産クラスや購入額等を変更できるようにするとしています。
なお、このことは、将来的な購入ルール（例：ECBは各国国債発行残高の33％まで保有可能）変更も見据えた
対応とも考えられます。
【『なんでもやる』ECB】
今回発表した声明文で、ECBは『非常に困難な時期を通じて、ユーロ圏のすべての市民を支援するという役割を果た
す』や、『経済的なサポートのため全てのオプションを検討する』等の文章を盛り込み、従来以上にあらゆる対策を講じ
る姿勢を示しました。
市場変動性が高まる場面が多い中、危機的状況にある国を生み出さない努力を全力で行っていく方針と見られます。
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